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（事業報告書様式１、及び事業報告書様式２） 

年度利用料金収入実績、年度公園施設及び有料施設利用回数・稼働率（月別） （該当なし） 

 

（事業報告書様式３） 

年度公園利用状況                公園施設名：旧藤本家住宅 

月別 公園全体の利用人数 備考 

４月 7,607 ― 

５月 7,956 ― 

６月 5,789 ― 

７月 5,300 ― 

８月 3,669 ― 

９月 3,332 ― 

10 月 5,281 ― 

11 月 7,079 ― 

12 月 4,395 ― 

１月 6,082 ― 

２月 11,098 ― 

３月 10,205 ― 

年間合計 77,793  

 

（事業報告書様式４） 

業務の第三者委託実績 

※評価→「○、△」に分けて委託業者の評価を記載。 

 （○＝期待した要求通りにできた  △＝期待した要求を一部下回っていた） 

 評価が△の場合のみ、対応状況にその理由とそれに対する対応を記載。 

業務 内容 再委託会社 金額 
(単位:円) 

年回

数 
実施月

日 
評

価 
対応

状況 

巡回警備 
毎週末・年末年始の

園内を夜間巡視 
㈱神奈川警備保障 184,965 58 通年 〇 ― 

窓ガラス清掃 
管理棟・休憩棟の窓

ガラス清掃 
横浜建物管理協同

組合 
105,600 6 5.7 他 〇 ― 

蓮鑑賞会早朝開

園警備 
蓮の鑑賞会中の早朝

警備 
㈱神奈川警備保障 

催事委託

費で計上 
4 7.4 他 〇 ― 

便所清掃 
来園者用管理棟及び

古民家外トイレ清掃 
Green Job Support 1,906,893 347 通年 〇 ― 

スズメバチ防除 スズメバチの巣除去 ㈱トムズ 66,000 1 9.14 〇 ― 

樹木診断･技術

指導･樹勢回復

治療 

樹木医による樹木の

診断及び樹勢回復等 
病虫害なしのため実施せず 

月別 計測方法 利用人数 

４月 受付でカウント 0 

５月 0 

６月 4,105 

７月 3,733 

８月 1,926 

９月 2,656 

10 月 3,957 

11 月 5,862 

12 月 3,129 

１月 5,100 

２月 10,058 

３月 8,708 

年間合計 49,234 
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受水槽点検清掃 
法令等に基づく点検

清掃等(点検清掃、水

質検査) 
都市拡業㈱ 45,100 2 1.30 他 〇 ― 

園地管理 園内植栽の管理 
横浜市グリーン事

業協同組合 
3,230,493 随時 通年 〇 ― 

一 般 廃 棄 物 収

集・運搬・処分 
一般廃棄物の処理 ㈱丸喜商会 845,504 15 通年 〇 ― 

産 業 廃 棄 物 収

集･運搬･処分 
産業廃棄物の処分 ㈱滝田商会 53,955 1 8.4 〇 ― 

井戸水位・揚水

測定 
井戸水水位・揚水量

測定 
㈱エクス横浜分析

センター 
145,200 12 4.1 他 〇 ― 

消防設備保守点

検 
消防設備機器点検、

総合点検 
㈲消防設備サービ

ス 
354,200 2 3.4 他 〇 ― 

炎感知器点検 炎感知器の保守点検 
消防設備点検に含

む 
― 1 3.4 〇 ― 

放水銃保守・動

作点検 

放水銃の保守、動作

点検 

消防設備点検に含

む 
― 通年 通年 〇 ― 

園内灯保守点検 園内灯の保守点検 ㈱トンボ電工 88,110 1 6.2 〇 ― 

空調設備点検 空調設備保守点検 直営で実施 ― ― 〇 ― 

時計設備点検 園内時計の設備点検 園内灯保守に含む ― 1 6.2 〇 ― 

放送設備点検 放送設備の保守点検 エーブイサービス㈱ 96,800 1 10.20 〇 ― 

夜間緊急対応 夜間の一次緊急対応 京浜警備保障㈱ 23,100 通年 通年 〇 ― 

ハス池浚渫 
ハス池の浚渫・土壌

耕耘 
㈱ヤマソウヨコハマ 250,800 1 11.17 〇 ― 

機械警備 古民家の機械警備 ㈱神奈川警備保障 594,000 通年 通年 〇 ― 

園路清掃 
高圧洗浄による園路

清掃 
㈱ヤマソウヨコハマ 203,500 1 5.19 〇 ― 

低圧分電盤点検 低圧分電盤の点検 直営で実施 ― ― 〇 ― 

樹名板作成 
QR コード付き樹名板

作成 
㈱アボック社 55,750 1 12.11 〇 ― 

花木図鑑改修 HP 用花木図鑑改修 
㈱ tvk コ ミ ュ ニ

ケーションズ 
71,500 1 12.11 〇 ― 

VPN 回線用ルー

ター設置 

VPN回線用（古民家）

ルーター設置 
都築電気㈱ 110,000 1 9.16 〇 ― 

 

（事業報告書様式５） 

年度修繕実績 
修 繕 月
日 修繕箇所 

金額 
(単位:円) 

委託業者名または直営か
の記載 

対 応
状況 

4.7 古民家多目的トイレの引き戸修繕 0 馬淵建設㈱ 完了 

4.10 古民家詰所のトイレ側引き戸修繕 0 馬淵建設㈱ 完了 
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4.10 古民家の建具全般修繕 0 馬淵建設㈱ 完了 

4.10 
古民家詰所の収納部屋内の弱電ボックス
の蓋修繕 

0 馬淵建設㈱ 完了 

4.14,28 
古民家（東屋）の玄関引き戸障子部位の
修繕 

340 直営 完了 

4.25 裏門右側扉の傾き修繕 0 ㈱川上工務店 完了 

6.27 古民家女子トイレ便座カバー一部破損 5,280 直営 完了 

7.29 
園地作業用具修理代（ヘッジトリマ-
他） 

74,580 ㈲戸塚農機 完了 

8.25 自走ロータリーモア修理 67,738 ㈱櫛毛商会 完了 

8.28 茶室空調機不具合調査・修理 33,000 ㈱光電社 完了 

8.28 
階段木製手摺破損修繕(外園手摺折損部
分・花木園手摺再塗装) 

183,700 ㈱川上工務店 完了 

10.8 階段木製手摺一部破損 84,700 藤造園建設㈱ 完了 

11.27 古民家：断線している廊下照明の修繕 0 会津電業㈱ 完了 

12.17 女子トイレ水流不良の修理 35,200 ㈱横浜ホームサービス 完了 

1.10 池あずまや南側床の釘頭突出修繕 0 直営 完了 

2.1 古民家：主屋外廊下の釘隠しの修繕 0 馬淵建設㈱ 
佐々木寺社建築㈱ 完了 

3.26 古民家：東屋茅葺屋根修繕 0 
馬淵建設㈱ 
㈱建築文化研究所 完了 

8.24 自動火災報知機基盤修理 18,700 ㈲消防設備サービス 完了 

10.21 縦格子柵修繕 99,550 ㈱宮田 完了 

※金額は、修繕費のほか消耗品費等を計上 

 

（事業報告書様式６） 

年度増減備品一覧 

品名・種 形 状 ・

その他 

単価

(円) 

購入 廃棄 増 減

数 

増減理由 

数量 年月日 数量 年月日 

パンフレットスタンド ― ー ー ー 1 R2.6.17 -1 使用不能 

回転椅子 ― ー ー ー 1 R2.6.17 -1 使用不能 

 

（事業報告書様式７） 

苦情対応報告 

 月日 内容 対応結果 

１ 4.9 各草花の案内板に開花時期・見ごろの

記入を検討して欲しい。 

今後検討。休憩棟に草花の開花状況や見ごろ

等を紹介している旨を回答 

２ 4.10 本覚寺の御衣黄桜を譲ってもらい、園

で咲かせて欲しい。 

すでに多くの桜が植栽されているので、今の

ところ移植を行う予定はないと回答。 
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３ 4.12 唯一の心癒せる場所なので、休園しな

いで欲しい。 

市の施策に沿って、古民家と休憩棟は閉鎖中

だが、公園自体は開園していると回答。 

４ 6.9 「ハマトラオノ」の樹名板表示がは

「オカトラノオ」ではないか。 

「オカトラノオ」に表示を訂正すると回答 

５ 6.24 ナラ枯れの疑いのある樹木について、

カブトムシのいる木なので切らないで

ほしいという要望が複数あった。 

電話にて説明。樹木にナラ枯れについての表

示を掲示して今後の処置を周知。 

６ 8.4 園内放送で朝と正午は「上を向いて歩

こう」夕方は「夕焼け小焼け」を流し

て欲しい。 

音楽の放送については、現在の放送設備では

困難と回答。 

７ 9.19 記念スタンプ設置や無料送迎マイクロ

バスのサービスの提供を希望 

記念スタンプはロゴマークのスタンプ設置を

検討、無料送迎マイクロバスは困難と回答。 

８ 10.4 ・スマートフォンやリモートで月や花

の見ごろを楽しめるようにして欲し

い。 

・商店街と連携して、みんなが一休み

しながら飲食できるようにして欲し

い。 

・ボランティア参加型のイベント（講

座など）を開催して欲しい。 

・建功寺や赤門、せせらぎの道も一緒

に案内できる案内板を設置して欲し

い。地域の小学校の学習の場にしても

らいたい。 

・QR コード利用した花木図鑑を準備中と回

答。 

・コロナ感染症拡大防止のため中止とし、飲

食を伴うイベントも慎重に検討していると回

答。 

・茶道体験教室や、参加者が一緒に取り組め

る園芸講座などを開催している旨を回答。 

・各施設との調整も必要であり、今後の課題

として市に伝える旨を回答。区内小学校の校

外学習の場として活用できるよう随時受付け

ている旨を回答。 

９ 11.15 園芸講座の時に、庭木の剪定教室をし

てもらいたい。 

今後、検討していく旨を回答。 

10 12.8 子どもが楽しめるように「たき火」イ

ベントを開催して欲しい。 

園内は火気厳禁だが、古民家で囲炉裏の火起

こしを行っている旨を回答。 

11 12.24 外部放送機器に接続して園内放送を流

して欲しい。 

外部機器による自動放送が出来ず、対応が困

難の旨を回答。 

12 1.26 QR コード付き樹名板は、必要なのか疑

問。掲示板告知では不足、チラシ配布

もなくなっている。 

QR コード付き樹名板は新たな取組であり、手

書き樹名板も引き続き設置。イベント等のチ

ラシ配布実施と回答。 

13 3.6 名前不明の花や木について教えてもら

えるイベントをやってほしい。また自

然物を使った遊具があれば楽しめる。 

毎月実施している「園内ガイド」、年 4 回実施

している「園内講座」を紹介。自然物の遊具

として竹トンボを用意していると回答。 

14 3.26 花木園の横の道に街灯の設置と舗装を

して欲しい。 

市に確認し、街灯の設置は、区役所の地域振

興課に地元町内会から防犯灯の設置申請を提

出し、舗装は土木事務所で対応の旨を回答。 
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事故対応報告 

 月日 内容及び被害 対応結果 

１ 4.25 古民家主屋茅葺屋ワイヤー切断 破損箇所は現状維持後、業者による茅葺屋根

メンテナンス時に修繕済み。 

２ 4.28 古民家東屋の玄関引戸の障子の一部破

損（5箇所の穴破れ） 

穴が開いた部分については、障子補修シート

で補修済み。 

３ 5.14 古民家東屋北東部雑木林の大木幹折れ 雑木林園路を 4 箇所封鎖処置後、幹折れを撤

去し園路封鎖を解除。 

４ 6.3 古民家女子トイレ便座カバーの破損 8 月交換 

５ 8.22 詰所の複合火災受信機ヒューズ断線 2Åヒューズ交換。 

６ 8.22 詰所電灯・動力盤の主屋電灯線断線 配線を主屋電灯ブレーカーに接続し照明が点

灯。 

７ 8.27 古民家女子トイレ便座カバーの破損 部品交換済み。 

８ 9.8 古民家主屋廊下側角柱の釘隠しのプ

レート落下 

建築局と調整し、今後の対応は別途連絡する

旨の回答を得た。後日、プレートと釘を半田

づけしたのち柱に打ち付け修繕完了。 

９ 10.8 外園区の階段の上部に桜の枝が倒れ込

み、階段木製手摺が一部破損 

テープで補修を行い、後日、木製手摺を一部

交換済み。 

10 10.23 古民家裏山竹林の樹木への書き込み 注意喚起を添付。 

11 1.7 児童が強風で落下した折れ枝に当たり

負傷。 

救急車要請。エリア封鎖し、危険木等を除去

した後も、強風注意報発表時に封鎖措置を継

続。事故防止対策及び保険適用対応実施。 

 

（事業報告書様式８） 

市民サービスの向上や公園の魅力向上・利用促進 

（１） 自主事業を含めた提案事業の方向性と狙いのまとめ 

ア 花木園で感じる～「五節句・二十四節気」の年中行事と花木の魅力 

・緊急事態宣言の発令により、4月、5月は春まつりをはじめとするイベントが中止となったが、

6 月以降は、「ハスの早朝鑑賞会」や「梅シロップづくり教室」など、季節を感じさせる催しを

実施した。 

イ 古民家に学ぶ～かつての暮らし楽しく学べる展示・解説・体験～ 

 ・古民家では、かつての農具や建物や地域の歴史を紹介した展示を行うとともに、地元の小学校

（馬場小学校）の校外学習に協力した。 

ウ 花木園で楽しむ 

 ・ハスの早朝観賞会、十五夜お月見会、重陽の節句などのイベントを開催し、タケノコ、フキ、

ウメ、フキノトウなどの園内収穫物の販売も行い、好評を得た。 

・新たに QR コード付き樹名板を園内 10 か所に設置し、来園者がスマホを利用して、花木の情報

を入手できるようにした。 

・民間事業者と連携し、園芸講座を 4回実施し、PR に努めた。 
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（２） 市民サービス向上の取組の考え方 

 ・車椅子や、竹とんぼの遊具の貸し出しサービスを実施した。 

 ・来園者に対して毎月園内ガイドを実施した。 

 ・公園スタッフが全員ユニフォームに名札をつけ、巡視時に積極的に声がけを行った。 

（３）利用促進の取組・利用者支援等の取組について 

利用促進・利用者支援のために、本様式 11 に基づく自主事業を実施した。 

（４）課題に対する公園運営改善策 

ア 古民家の管理運営・活用方法、既存区域との一体的な管理運営と利用促進 

 ・わら箒、ハタキ、布雑巾を使って、古民家のきめ細かい清掃管理を実施した。 

 ・重陽の節句、囲炉裏に親しむ、お正月遊び、七草粥の提供、節分の豆まき、雛飾りなどの年中 

行事を実施した。 

 ・十五夜お月見会など、園内一体での年中行事を実施した。 

イ 特性に応じた花木園の適切な園地管理に関する取組み 

・山野草区では多種多様な草花の植栽を実施した。 

 ・ボタン、ハナショウブ、サギソウ、ハスなど、特性に応じた植栽管理を実施した。 

 ・技術研修を通して、園地スタッフの技術向上に努めた。 

ウ ボランティアの公園運営参加の考え方と支援 

 ・古民家では、ボランティアによる囲炉裏の火起こしを毎日曜日に実施した。 

エ 休憩棟及び和室の活用と利用促進 

 ・茶道体験教室（３回）、俳句教室（毎月第３金曜日：６回実施）、紙芝居教室（毎月第２火曜

日: 10 回実施）、園芸講座(４回)を実施した。※コロナウイルス感染症拡大防止のため実施回

数減。 

・期間を決めて、土間の一般開放を行い、初めての利用者に無料で貸出し、利用促進を図った。 

（５）広報・パブリシティ活用の取組み 

 ・HPで、行事のお知らせやブログで季節の花々の紹介を行うとともに、「広報よこはま」、神奈川

新聞、民間広報誌へのリリース、公園だよりや地元町内会へのチラシ配布を行い、PR に努め

た。また、HP 上の QR 花木図鑑も更新した。 

（６）利用者ニーズ把握の取組み 

 ・「あんなこんな」提案箱（13）により、利用者の要望等に対応を行った。 

 ・満足度アンケートを実施し、満足度 93％を達成したが、今後更なる向上に努めていく。 
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（事業報告書様式９） 

 収支報告書（指定管理料のみ） 
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（事業報告書様式 10） 

運営目標・実績報告 

目標設定 

の視点 

当初設定した運営目標 当初設定した 

管理指数・数値 

実績 目 標 と の

差異 

今 後 の 取

組(改善計

画） 

業務運営

１ 

( 達 成 目

標、運営

業務の実

施方針） 

ビジョン「美しい風景

と郷土の暮らしを未来

につなぐかけ橋に」の

実現のため４つのミッ

ションに取り組みま

す。 

①自然とのかけ橋…花

木園らしい庭園美を

守り、植物とのふれ

あいの機会を提供 

②文化とのかけ橋…歴

史的建造物を適正に

保存し、郷土の歴

史・文化を伝承 

③人と人とのかけ橋…

自己実現を支援し、

世代間交流と地域活

性化に貢献 

なお、各事業の実施に

おいては、地域の皆様

のご協力を得ながら、

満足度の高いイベント

を目指します。 

①利用者アンケー

ト「7.公園の満

足度総合満足

度」の「満足」

81％から 85％

への向上を目指

す 

②かつての暮らし

や季節の移ろい

を感じる催事を

毎月開催 

 

 

 

③ボランティア参

加者数年 500 人以

上 

①総合満足度 93％ 

 

 

 

 

 

 

②ハスの早朝鑑賞

会、十五夜お月見

会、重陽の節句な

どの季節に沿った

イベントを毎月開

催 

 

③ボランティア参

加者 492 人 

①8％増 

 

 

 

 

 

 

② 差 異 な

し 

 

 

 

 

 

③8 人減 

① 満 足 度

95 ％ を 目

指す 

 

 

 

 

 

② 引 き 続

き 、 季 節

に 沿 っ た

イ ベ ン ト

を 毎 月 実

施 し て い

く。 

 

 

③ ボ ラ ン

テ ィ ア 参

加者550人

を目指す 

業務運営

２ 

（利用者

サービス

の向上、

利用者満

足度や利

用者数の

増、利用

しやすさ

向上） 

上記のミッションに基

づき、以下の事業を実

施 

①園全体で花木を活か

した鑑賞会や教室を

実施 

②古民家で五節句の行

事や二十四節気のし

つらえを年間を通し

て実施 

③茅葺屋根の古民家の

特徴や暮らし方を解

①及び②16 種 16

回 

③６種６回+囲炉

裏の火入れ 

④10 種 17 回 

⑤７種 

⑥４種 13 回 

①及び②13 種 13 回 

③６種５回+囲炉裏

の火入れ 

④10 種 17 回 

⑤7種 

⑥4種 12 回 

① ② コ ロ

ナ ウ イ ル

ス 対 応 の

ため、3 種

減。 

③ コ ロ ナ

ウ イ ル ス

対 応 の た

め 、 1 回

減。 

④ 差 異 な

し 

引 き 続 き

各 種 事 業

を 進 め て

いく。 
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説し、楽しく学ぶ機

会を提供 

④イベントやスマホア

プリなど楽しい仕掛

けづくり 

⑤インフォメーション

機能を充実 

⑥休憩棟の茶室で通年

講座を開催し、利用

を促進 

⑤ 差 異 な

し 

⑥ コ ロ ナ

ウ イ ル ス

対 応 の た

め 、 1 回

減。 

業務運営

３ 

（人員配

置、緊急

時対応計

画、防犯

防災、災

害対応） 

①施設長(園長)、副施

設長(副園長)、古民

家館長など、提案人

員の配置を配置 

②園長は防災士取得

者、古民家館長は防

火・防災管理者、ボ

ランティアコーディ

ネーター資格取得

者、全スタッフは上

級又は普通救命講習

修了者を配備 

③災害対応マニュア

ル・緊急連絡網配備 

④情報受伝達、非常時

参集、文化財防火

デー、防災訓練、消

火訓練の実施 

⑤災害時優先電話、資

機材の配備 

①提案人員の配置 

②配備完了 

③配備完了 

④各１回 

⑤配備完了 

① 提案人員の配置

完了 

② 取得済み 

③ 配備完了 

④ 5 回実施 

⑤ 配備完了 

①～⑤ 

差異なし 

 

業 務 運 営

水 準 維 持

に 努 め て

いく。 

人材育成 

研修実施

効果等 

提案した研修を次のと

おり実施 

①利用者対応・管理運

営に関する研修…接

遇ほか 

②園地管理に関する研

修…公園施設点検ほ

か 

② 管理職研修…管理

職実務ほか 

① ９種各 1 回 

② ５種各 1 回 

③ ４種各 1 回 

 

①10 種各 1回 

②８種各 1回 

③４種各 1回 

 

①1 種増 

②3種増 

③ 差 異 な

し 

引 き 続 き

各 種 研 修

を 実 施 し

ていく。 
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維持管理

１ 

（施設の

保 守 管

理、補修

計画） 

事業計画書様式 3-2-

(1)～(6)に記載した整

備、点検を実施（ここ

では項目のみ記載） 

(1)休憩棟・茶室 

(2)池・流れ 

(3)あずまや（古民家

除く）・八つ橋 

(4)管理棟・休憩室 

(5)消火ポンプ小屋 

(6)古民家 

・本様式 3-2-(1)

～(6)に記載した

整備、点検回数 

・維持管理基本水

準書を目安とす

る。 

(1)休憩棟及び茶室

は、巡視により修

繕箇所を確認 

(2)土砂や落ち葉の

流入に対して適時

浚渫を実施 

(3)設備状況につい

て市へ適時に報告 

(4)巡視時に設備状

況を確認し、適時

修繕を実施 

(5)放水銃の放水作

業点検及び試験放

水を実施 

(6)屋内清掃時に点

検確認するととも

に、修繕が必要な

場合には市へ報告

し、修復業者によ

り修繕を依頼。 

(1)～(6) 

差異なし 

引 き 続 き

管 理 水 準

に 沿 っ て

各 施 設 の

保 守 ・ 管

理 ・ 補 修

を 実 施 し

ていく。 

維持管理

２ 

（清掃、

園地維持

管理、災

害対応） 

事業計画書様式 3-3～

5 に記載した施策を実

施（ここでは項目のみ

記載） 

3-3 (1)巡視・点検 

(2)植栽の維持管

理 

3-4 (1)過去に発生し

た事故の改善策 

(2)作業時の安全確保 

(3)作業者の安全確保 

(4)古民家の火災防止 

3-5 (1)清掃 

(2)修繕 

・本様式 3-3～5

に記載した施策の

実施 

・維持管理基本水

準書を目安とす

る。 

3-3 

(1)年 4 回施設点

検、毎月独自の点

検を実施。警報発

令時には特別巡視

を実施。 

(2)花木園区、古民

家区の特性を持た

せた植栽管理を実

施。 

3-4 

(1)強風による折れ

枝落下事故の防止

策として、注意報

発令時の園路封鎖

を実施 

(2)カラーコーンや

作 業 案 内 板 の 設

置。 

(3)安全ベルト、ヘ

3-3 

差異なし 

 

 

 

 

 

 

3-4 

差異なし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

引 き 続 き

清 掃 、 園

地 維 持 管

理 、 災 害

対 応 に 関

し て 、 マ

ニ ュ ア ル

や 管 理 水

準 書 に

沿 っ て 、

進 め て い

く。 
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ルメット等の装着 

(4)囲炉裏の火起こ

し等、身近に火消

し道具を配置し、

可燃物を近くに置

か な い よ う に 配

慮。 

3-5 

(1)休憩棟・古民家

トイレ毎日清掃。

古民家は木造建築

に合った清掃 

(2)巡視を通して、

修繕箇所をチェッ

ク。古民家は、保

存計画に沿った修

繕を実施。 

 

 

３－５ 

差異なし 

収支 

修繕等、

収入、支

出） 

①提案時の収支計画に

基づき、予算執行を実

施 

②市民と協働で作る馬

場花木園を目指した運

営管理の実施 

①着実な収支管理

による収支均衡以

上 

②「運営協力募

金」の通年実施 

①▲235 千円 

② 「 運 営 協 力 募

金」を通年実施 

①▲235 千

円 

②なし 

収 入 増 や

経 費 節 減

に 取 り 組

み 、 収 支

均 衡 に 努

める。 

経費節減

策 

 

①園地管理用資材、消

耗品等の一括発注 

②竹垣などに間伐材等

の活用 

③囲炉裏の薪は当園内

の枯れ枝などを使用 

①消耗品等の経費

節減の推進 

②間伐材等の活用

の実施 

③枯れ枝の使用の

実施 

①一括購入で経費

を削減 

②園内の間伐材で

竹垣を作成 

③古民家の囲炉裏

の薪は園内の枯れ

枝を利用。 

① ～③ 

差異なし 

一 括 購 入

継 続 や 間

伐 材 ・ 枯

れ 枝 の 利

用 を 図 っ

ていく。 

 

（事業報告書様式 11） 

自主事業実施報告 

N

o 
事業名 事業内容・実施結果考察 回数 実施日 

参加 

人数 

収支状況 

（単位：

円） 

1 春まつり コロナ対策のため、中止 ― ― － ― 

2 端午の節句 コロナ対策のため、中止 ― ― － ― 

3 ホタル展示と茶会 コロナ対策のため、中止 ― ― － ― 
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4 七夕の節句 
来園者が七夕の短冊を作り、展示

した。 
１ 6.29～ 11 

収：0 

支：0 

5 ハスの観賞会 
早朝開園し、ハスの観賞会を開催

した。雑誌掲載もあり、好評。 
4 7.4 他 343 

収：0 

支：35,200 

6 納涼のしつらえ 
古民家に風鈴や緑の日よけを設置

した。 
１ 7.22～ － 

収：0 

支：15,123 

7 打ち水（古民家） 水の日に来園者と打ち水をした。 １ 8.1 11 
収：0 

支：0 

8 十五夜のお月見会 夜間開園し、竹灯篭で演出した。 １ 10.3 42 
収：16,800 

支：34,268 

9 
重陽の節句 

（古民家） 

菊などの飾りつけと菊酒の提供を

した。 
１ 

10.30～

11.8 
14 

収：5,600 

支：14,865 

10 
囲 炉 裏 に 親 し む

（古民家） 

囲炉裏で温めた団子や甘酒を提供

した。 
１ 11.22 24 

収：12,000 

支：8,447 

11 お正月飾り 
門松や凧、羽子板など飾りつけ

た。 
１ 

12.26～

1.10 
－ 

収：0 

支：8,817 

12 
ミニ門松づくり教

室 

園内の竹でミニ門松づくり教室を

実施した。 
１ 12.19 20 

収：6,000 

支：4,941 

13 
人日の節句 

（古民家） 

囲炉裏を使って七草粥を提供し

た。 
１ 1.10 17 

収：3,400 

支：5,752 

14 節分・豆まき 
園内スタッフが子供たちと豆まき

をした。 
１ 2.7 17 

収：0 

支：6,514 

15 上巳の節句 お雛様の展示をした。 １ 
2.13～ 

3.21 
― 

収：0 

支：0 

16 
暮らしの展示・ガ

イド（古民家） 

農具、生活の道具類の展示、ガイ

ドを実施した。（4-6 月は、コロナ

対策のため中止） 

随時 7 月～ － 
収：0 

支：0 

17 
小学校の校外学習

支援 

校外学習支援の受け入れた（4-6 月

は、コロナ対策のため中止） 
随時 7 月～ － 

収：0 

支：0 

18 
古 民 家 ア ド バ イ

ザーによる歴史講

座（古民家） 

（公社）歴史資産調査会の古民家

アドバイザーが市民向け講座を開

催した。 

１ 11.21 8 

収：0 

支：諸謝金

で計上 

19 
囲 炉 裏 の 火 入 れ

「囲炉裏タイム」

（古民家） 

囲炉裏に火を入れ、茅葺屋根を燻

蒸した。（4,5 月は、コロナ対策の

ため、中止） 

随時 6.7 他 84 
収：0 

支：0 

20 
昔のおそうじ体験

（古民家） 

畳の日に昔の掃除体験を実施した。

（4月は、コロナ対策のため中止） 
1 9.24 

－ 

 

収：0 

支：0 

21 
消火訓練、文化財

防火デースペシャ

ル訓練（古民家） 

放水銃の動作確認、消火器の取り

扱い等の訓練を地元消防団と連携

して実施した。 

２ 9.5 他 28 
収：0 

支：0 

22 和傘の貸し出し 庭園に相応しい和傘を貸出した。 常時 4.1～ － 
収：0 

支：0 

23 
花 木 園 ・ 古 民 家

フォトスポット 

休憩棟内にフォトコーナーを設置

した。（古民家） 
常時 4.1～ － 

収：0 

支：0 

24 園内ガイドツアー 
来園者に職員が園内を案内した。

（4,5 月はコロナ対策のため中止） 
12 6.27 他 149 

収：0 

支：0 

25 
昔の遊び、暮らし

体験（古民家） 

めんこ・こまを使った昔の遊びを

再現した。（4-6 月はコロナ対策の

ため、中止） 

常時 7 月～ － 
収：0 

支：0 
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26 
花木・古民家学習

コ ー ナ ー （ 古 民

家） 

古民家内に花木・古民家・民話な

どの書籍を用意した。（4,5,6 月

は、コロナ対策のため、中止） 

常時 7 月～ － 
収：0 

支：0 

27 
記念日撮影の受け

入れ 

七五三等の前撮りの受け入れし

た。（4-6 月は、コロナ対策のた

め、中止） 

常時 7.23 他 5 
収：0 

支：0 

28 
植栽展示の解説の

充実 

テーマ性を持たせた植栽展示、解

説の充実を図った。 
常時 4.1～ － 

収：0 

支：0 

29 山野草マップ 
山野草区の植物マップ作成、HP 公

開した。 
常時 4.1～ － 

収：0 

支：0 

30 
大型インフォメー

ションボード設置

（古民家含む） 

管理棟の休憩室に、開花情報やイ

ベント情報等を掲出した。 
常時 4.1～ － 

収：0 

支：0 

31 
樹名・草名板の充

実 
樹名・草名板を増設した。 常時 4.1～ － 

収：0 

支：0 

32 公園だより 
イベントや季節の花情報等を、園

内に掲載、配布した。 
4 

4.1～ 

 
－ 

収：0 

支：0 

33 
古民家リーフレッ

ト（古民家） 

旧藤本家の主屋と東屋を紹介する

リーフレットの作成、配布した。 
常時 4.1～ － 

収：0 

支：0 

34 
新馬場花木園マッ

プ（古民家） 

新規エリアを含めた園内マップの作

成、配布した。 
常時 4.1～ － 

収：0 

支：印刷製

本費で計上 

35 俳句教室 

園内の植物や風景を題材に俳句を

詠む講座を実施した。（4､5、1～3

月はコロナ対策。8 月は猛暑のため

中止） 

6 6.19 他 97 
収：0 

支：0 

36 
茶室のお試し利用

制度 

初めて茶室を利用する団体に、無

料で試せる制度を実施した。 
随時 

10.22

他 
28 

収：0 

支：0 

37 
茶室未利用時の一

部開放 

茶室の未使用時に、土間部分を休

憩スペースとして開放した。 
随時 8.8～10 30 

収：0 

支：0 

38 
利用者へのお茶出

しサービス 

市民ボランティアによる来園者に

対するお茶の提供は、ボランティ

アの都合により実施できず。 

― ― － ― 

39 紙芝居教室 

市民ボランティアによる紙芝居教室

を開催した。(4,5 月は、コロナ対

策のため、中止) 

10 6.16 他 155 
収：0 

支：0 

40 
馬場花木園の写真

展示 

市民ボランティアが撮影した野鳥

等の写真を展示した。 
常時 4.1～ － 

収：0 

支：0 

41 
「囲炉裏の会」の

運営（古民家） 

囲炉裏の火の見守りボランティア

活動を実施した。 
通年 4.1～ - 

収：0 

支：0 

42 貸し出しサービス 
車椅子、ベビーカー等の貸し出し

を行った。 
常時 4.1～ 2 

収：0 

支：0 

43 
AR ガイド（古民

家） 

ＡＲ用のアプリをダウンロードす

ると、スマートフォン上で、馬場

花木園に関する写真や映像が表示

され、視覚効果による楽しみ方を

提供した。 

通年 12.1～ - 

収：0 

支：委託費

で計上 

44 
思い出づくり（古

民家） 

ボッチ笠を貸し出し、来園者の思

い出づくりを演出した。 
通年 4.1～ ― 

収：0 

支：0 
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45 
梅シロップづくり

（古民家） 

園内で収穫した梅の実でシロップ

づくり教室を開催し、参加者から

好評だった。 

１ 6.29 11 
収:2,500 

支:5,215 

46 園内収穫物の販売 
フキ、タケノコ、ウメなどを来園

者に販売した。 
４ 4.6～ 147 

収:46,900 

支:0 

47 茶道体験教室 

市立東高校茶道部によるお茶とお

菓子のふるまい(5､6 月はコロナ対

策のため中止） 

４ 9.12 31 
収:12,400 

支:18,292 

48 書を楽しむ講座 
書道家の指導により、作品を仕上

げる講座を開催した。 
１ 9.16 7 

収:7,000 

支:21,728 

49 
園芸教室、山野草

講座 

園芸教室や山野草講座を実施し

た。講師の詳しい説明が好評。 
４ 6.6 他 26 

収:24,000 

支:66,000 

50 
オリジナルグッズ

販売（古民家） 

馬場花木園ロゴ入りポストカード

を製作・販売した。 
随時 4.1～ - 

収：1,500 

支：0 

51 
イベント傷害保険

の加入 

自主事業のうち該当する参加者に

対する保険に加入した。 
通年 通年 ― 

収：0 

支：9,906 

 

（事業報告書様式 12） 

利用者アンケート結果 

実施期間：令和２年８月７日～令和２年 10 月 31 日 

回答数：平常日 53 名 イベント日 20 名 計 73 名  （単位：％） 

 

性別 男 女  居住地 横浜市内 神奈川県 東京都 その他 

平常日 31 69  平常日 81 10 4 6 

イベント日 20 80  イベント日 75 15 5 5 

合計 28 72  合計 79 11 4 6 

 

年代別 15 歳

以下 

16 ～

19 歳 

20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 70 代 80 代

以上 

平常日 8 0 4 11 9 6 23 34 6 

イベント日 11 0 0 32 21 16 0 11 11 

合計 8 0 3 17 13 8 17 28 7 

          

来園回数 ほぼ毎日 週 1～2回 月 1～2回 年 1～2回 数年に1回 はじめて 

平常日 8 19 29 23 10 12 

イベント日 10 10 25 20 10 25 

合計 8 17 28 22 10 15 

 

総合満足度 満足 普通 不満 わからない 

平常日 96 4 0 0 

イベント日 84 11 0 5 

合計 93 6 0 1 
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（事業報告書様式 13） 

研修実施報告 

 実施日 研修名 内容 

１ 7.6 他 刈払機取扱講習 
労働安全衛生規則改正に伴い、既受講者が伐木等業務

の補講を受けた。 

２ 7.17 樹木・植栽管理研修 
新採用職員等を対象に、樹木の点検について、目的、

点検のポイント等の講習及び実習。 

３ 7.23 他 事故防止研修 
具体例を挙げて説明しながら、作業に伴う労災事故に

対する注意喚起を図った。 

４ 8.14 公園遊具点検研修 遊具の安全確保のため、日常点検方法を学んだ。 

５ 8.31 第 1 回公園施設点検研修 
リスクとハザード、点検のポイント、チェックシート

について学んだ。 

６ 9.10 
パークマネジメント研修

（予算管理） 

指定管理者制度・予算管理・施設維持管理等パークマ

ネジメントに必要な知識・技術について学んだ。 

７ 9.10 
公園照明灯の分電盤の確

認・復旧操作方法研修 

園内の照明灯が落雷等で消灯してしまった際に、分電

盤を確認し、復旧する操作方法を確認した。 

８ 9.16 他 個人情報保護研修 
個人情報法の概要及び職場でのセキュリティ対策につ

いて学んだ。 

９ 9.23 他 普通救命講習 成人に対する心肺蘇生と AED の使用方法を学んだ。 

10 9.27 他 事故防止意見交換会 

管理部作成のマニュアル「車両事故をおこさないため

に」で、注意ポイントを確認し、事故防止の取り組み

策について意見交換をおこなった。 

11 9.29 安全管理研修 刈払機の安全な取り扱い方に関する研修 

12 10.16 
「側溝」をテーマとした

事故防止対策研修 

側溝の管理における事故（転落、転倒、損傷、排水不

良、作業）の要素分析、予防方法を学習した。 

13 10.29 他 人権研修 
職場内における障がいのある方への合理的配慮につい

て学んだ。 

14 11.10 
公園施設点検研修（樹木

点検） 

樹木点検及び樹木診断の視点に関する実習や公園施設点

検ポイントを学んだ。 

15 11.19 メンタルヘルス研修 
職場のメンタルヘルス対策 部下を「うつ」から守る

コミュニケーションの研修 

16 11.19 ハラスメント研修 
ハラスメントのない職場づくりの中堅社員・管理職向

け研修 

17 11.19 勤務評価研修 職員の勤務評価方法に関する研修 

18 11.21 古民家活用研修 
古民家活用のため、他の歴史的建造物の活用事例等につ

いて学んだ。 

19 12.21 他 CS・接遇研修 
実践的なクレーム対応の基本原則から、顧客のタイプ

別や問合せ等の対応方法を学んだ。 

20 2 月～ 
情報セキュリティ・個人

情報保護月次研修 

個人情報保護条約や取り扱いのルールについて学ん

だ。 

21 2.11 
ボランティアコーディ

ネート研修 

公園施設におけるボランティア活動の支援等について学

んだ。 

22 3.19 伐木等業務補講 
労働安全衛生規則改正に伴い、既受講者が伐木等の補

講を受けた。 

 


